外来通所　カンファレンス記録
	平成　18年　6月　19日（月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　中居　則子　　　記録者　瀧澤　志穂

	I.O.O
	G.O.M

	
	
	

	下舘
	小笠原
	東
	服部
	佐々木
	木村
	月舘
	中居
	瀧澤
	上平
	摩尼
	池田
	谷藤

	業務
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	研修
	○
	○
	業務


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
　

＜連絡事項＞

· インフルエンザが流行していますので、スタッフは自分の健康管理を行うとともに、患者様への感染を起こさないように注意してください。

· これからの時期はノロウィルスの感染、食中毒に気をつけてください。

· 6/19（月）から8/4（金）まで岩手リハビリテーション学院より作業療法の実習学生が来られます。

· 6/20（火）17:30より院内研修（リスクマネージメントについて）があります。

· 7/15以降の年休申請とお盆休みの希望を、今日中に下舘GOMまで連絡してください。

＜外来情報＞

· 晴山　美智子様～「頭痛はたまにあるが、職親には通えている」「仕事はもっとできると思ってい
　　　　　　　　たけれど、3時間が限度だと思う。職場のほうから、冬場の始業時間を少し遅ら
　　　　　　　　せてはどうかと提案されている」と話されている。

· 高橋　百壽様　～「だるくてデイケアに行けない」と話されているが、デイケアを欠席した日も調
　　　　　　　　子が戻れば午後に家の周辺を散歩されているとのこと。

· 我満　奈津紀様～最近過食傾向がみられていたとのことだが「生理前だからかもしれない」と話さ
　　　　　　　　れている。

· 森田　清助様　～整形外科で坐骨神経痛との診断受けたことを報告されている。「だいぶ良くなり
　　　　　　　　ました」とのこと。

· 河村　哲久様　～デイケア退所希望あり、担当医より退所許可が下りている。

＜利用者様情報＞

· 長瀬　紘一郎様～青明舎職員と近日中に部屋掃除を行う予定。日時等の詳細は、後日青明舎職員
　　　　　　　　より連絡あり。

· 田中　正士様　～昼食時、「レストラン移動中に石につまずいた」と本人より報告あり。片膝が
　　　　　　　　地面についた状態であるが手すりにつかまっており、本人も「大丈夫」と話され
　　　　　　　　ている。
　　　　　　　　→転倒の危険もある為、歩行状態について注意して見ていきましょう。

· 清水　泰雅様　～デイケアにて通所確認のため名簿への記載を行っているが、定時より少し遅れて
　　　　　　　　来所されるために、未記入になっていることが多い。
　　　　　　　　→ミーティング前にノート記載状況を確認し、書いていなければ記載していただ
　　　　　　　　くよう声かけする。他にも記載していない人には声をかけていきましょう。


＜ミニ勉強会＞

「疾患の理解」

ポイント～患者様は病的体験に苦しみながらも病識のない場合が多い。患者様の心理状態（自分の主張が理解されない不満・屈辱感、不信感、不安感）を察して不安を取り除き、予後と経過を理解し、信頼関係を築いて治療に対する理解と協力を求めることが必要である。

○精神疾患の分類

	
	原因
	主な疾患

	内因性精神疾患
	ドーパミン、遺伝など諸説あるが、原因は現時点でもはっきりしていない。
	統合失調症

躁鬱病

非定型精神病

	外因性精神疾患
	脳や身体の器質的原因による。
	脳器質性精神障害

（頭部外傷、脳血管障害、アルツハイマー病）

症状精神病

（膠原病、内分泌疾患）

中毒性精神病

（アルコール、覚醒剤等）

	心因性精神疾患
	心理的原因から生じる
	神経症

心因反応

人格障害


○統合失調症について

· 罹患者は人口1000人あたり2～3人。

· 入院患者の70％を占め、そのうち完全寛解（病勢が停止し、みかけのうえで症状が消失した状態）は15％ほどと言われる。

· 症状によって3つ（4つ）の病型に分けられる。

	
	時期
	特徴

	緊張型
	20歳前後
	急激に発症する。

激しい興奮状態（精神運動興奮状態）と、全く口も聞かず刺激にも反応しない状態（昏迷）がある。両者が交互に現れることもある。予後は良い。

	妄想型
	20代後半～30歳前後
	妄想（被害妄想）が主。

人格変化は見られない。

	破瓜型
	思春期～20歳前後
	感情鈍磨、無為自閉状態が見られる。

急激に進行し予後は不良。そのため社会適応能力の低下も見られる。


＊この他、「単純型」を設定しているものもある。

